
◎事業費ベース(平成28年3月末現在) （単位：億円）

うち完了

道路・橋梁 94.9 74.1 10.5 78.1%
河川・海岸 1,884.0 1,730.0 23.5 91.8%
港湾関係 110.5 75.5 49.8 68.3%

合　計 2,089.4 1,879.6 83.8 90.0%
※事業中には，応急工事，調査設計，用地補償を含む 

※全体事業は，現時点の事業費としている

全体 事業中 着手率

◎箇所数ベース(平成28年3月末現在) （単位：箇所）

うち完了

道路・橋梁 125 121 98 96.8%
河川・海岸 54 51 9 94.4%
港湾関係 11 11 4 100.0%

合　計 190 183 111 96.3%
※事業中には，応急工事，調査設計，用地補償を含む

全体 事業中 着手率

気仙沼土木復旧・復興だより

災害復旧事業の進捗状況

○災害復旧事業の着手率は，今年３月末現在で，箇所ベースで約９６％，

金額ベースで約９０％となっています。

○道路・橋梁施設については，全箇所の約９７％に着手し，約７８％が

完了しています。

○河川・海岸施設については，全箇所の約９４％に着手し，青野沢川

（気仙沼市唐桑町釜石下）や館浜地区海岸（南三陸町歌津館浜）などの進

捗を図るとともに，田中浜地区海岸（気仙沼市外浜）が完了しました。

○今後も，地権者等関係者の皆様の御協力を得ながら，用地買収を

進めるとともに本格復旧工事を推進していきます。

○災害復旧事業の着手率は，今年３月末現在で，箇所ベースで約９６％，

金額ベースで約９０％となっています。

○道路・橋梁施設については，全箇所の約９７％に着手し，約７８％が

完了しています。

○河川・海岸施設については，全箇所の約９４％に着手し，青野沢川

（気仙沼市唐桑町釜石下）や館浜地区海岸（南三陸町歌津館浜）などの進

捗を図るとともに，田中浜地区海岸（気仙沼市外浜）が完了しました。

○今後も，地権者等関係者の皆様の御協力を得ながら，用地買収を

進めるとともに本格復旧工事を推進していきます。
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龍の松（岩井崎）

工事が進む災害復旧箇所

青野沢川（気仙沼市唐桑町釜石下地内）
【H28.5月現在】

長須賀地区海岸（南三陸町歌津長大沼地先）
【H28.5月現在】

館浜地区海岸（南三陸町歌津町館浜地先）
【H28.5月現在】

後馬場地区海岸（気仙沼市唐桑町馬場地先）
【H28.5月現在】

中沢地先海岸（気仙沼市駒形地先）
【H28.5月現在】

面瀬川（気仙沼市松崎片浜地内）
【H28.5月現在】



平成２３年度から事業を進めてきた，主要地方道気仙沼唐桑線「東舞根復
興道路」が本年３月２４日（木）に供用開始しました。

「東舞根復興道路」は，東日本大震災により甚大な被害を受けた気仙沼市
唐桑町東舞根地区において，気仙沼市が整備する２つの防災集団移転団地を
結ぶ道路として，復興交付金を活用して整備しました。復興交付金道路事業
としては県内で最初に完成した箇所であり，地元住民の皆様の利便性向上や
地域活性化はもとより，災害時の避難道路としての役割が期待されます。

(主)気仙沼唐桑線｢東舞根復興道路｣が供用開始しました

気仙沼土木復旧・復興だより 第1６号

(国)３４６号｢本吉バイパス｣が供用開始しました

平成２０年度から事業を進めてきた国道３４６号「本吉バイパス」が本年
４月２４日（日）に供用開始しました。

旧本吉町中心部の国道３４６号は，道幅が狭く，カーブが多い上，一部歩
道の未整備区間があることから，地区内の渋滞緩和や交通安全対策を目的と
して「本吉バイパス」の整備を進めてきました。「本吉バイパス」の供用に
より，安全かつ円滑な交通が確保されるとともに，気仙沼・本吉地域におけ
る地域活性化や沿岸部と内陸部を結ぶ防災道路としての役割が期待されます。

完成した荒谷前地区海岸

延長 L=1,600m

舞根トンネルL=293m
計画延長L=1,740m

浦の丘団地

洋向台団地

本位置図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の五万分一地形図を複製したもの
（承認番号平２５東複、第１３号）を宮城県で編集して作成したものです。



田中浜地区海岸は，東日本大震災による広域地盤沈下により，高潮被害の危
険性が高まったことから，災害復旧事業により沈下した約８０ｃｍを嵩上げす
る工事を進めてきましたが，本年３月に工事が完成しました。

工事の完成により当該地区が高潮による安全性が高まるとともに，気仙沼市
大島の景勝地である田中浜の保全も期待されます。

今後も復旧・復興を更に加速化してまいりますので，御理解，御協力をよろ
しくお願いします。

御崎港海岸防潮堤工事が完成しました

御崎港海岸防潮堤（崎浜地区及び下の浜地区）は，背後の民家を保全するた
め，L1津波を対象としたT．P＋１１．２ｍの高さで計画し，平成２７年３月
に着工し，本年２月に完成しました。本年１月に完成した荒谷前地区海岸に続
き，気仙沼管内では２番目に完成したＬ１堤防となります。地元住民の皆様に
御協力により順調に工事を進めることができました。

今後も港湾施設の復旧・復興に尽力して参りますので，地元住民の皆様の御
理解と御協力をよろしくお願いします。

田中浜地区海岸が完成しました

気仙沼土木復旧・復興だより 第1６号

【完成した防潮堤（崎浜地区）】 【完成した防潮堤（下の浜地区）】

【完成した離岸堤】 【完成した潜堤】

離岸堤 潜堤

国土地理院提供

国土地理院長がら承認された複製図
（平25東複第13号）を加工・編集した



架橋本体工事の進捗状況について，下部工は，

本土側の橋台（A1）の深礎杭の施工が完了し，本土側
の橋脚(P1)及び大島側の橋脚(P2)の直接基礎において
コンクリート打設が進んでいます。

一方，上部工は，三重県津市において工場製作を進め
ており，現在ではアーチ部などの一部について仮組立し，
形状を確認しています。

今後は，下部工，上部工の施工，製作を進捗させるとともに，架設予定時期
である平成２９年２月～３月に向けて関係機関との調整を進めて参りますので，
今後とも御理解，御協力をよろしくお願いいたします。

大島架橋事業の工事状況について

宮城県気仙沼土木事務所 企画担当チーム

ＴＥＬ：０２２６－２２－２６２２
Ｅ－ｍａｉｌ：ksdbk@pref.miyagi.jp 
ＨＰ：http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/ks‐doboku/
※お気付きの点やご意見などがありましたら、何なりとご連絡下さい。
※今後とも、皆様のご協力をよろしくお願いします。

気仙沼土木復旧・復興だより 第１６号

防災集団移転団地大浦地区 付近の道路改良工事が完成しました
大島架橋事業で整備を進めている大浦地区周辺の道路改

良工事については，気仙沼市が整備を進めている防災集団
移転地の「大浦地区」へアクセスする道路となっており，
昨年９月には，防災集団移転団地の造成完了にあわせて一
部暫定供用しておりましたが，本年３月末に工事が完了し
ました。

下部工

上部工


